




(3)広 報 ひ か り

おばあちゃん

九
月
十
五
日
は

切

窃

九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
で
す
｡

今
年
も
町
体
育
館
で
70
歳
以
上
の
方

小川 きささん (白磯)

明治24年 1月25日生

/■･

◎

国

が
た
を
お
招
き
し
て
敬
老
会
が
行
な

わ
れ
ま
す
｡
盛
り
だ
-
さ
ん
の
催
し

大津 頼順 さん (小川台)
明治27年 3月10日生

ますます元気

おじいちゃん
町内の長寿の方がたです｡

石川 村 さん (橋場) 金杉 せいさん (辻)

明治26年9月9日生 明治25年11月27日生

伊藤慶次 さん (尾垂六区)
明治28年 1月11日生

鈴木 馨 さん (五之神)
明治28年 9月19日生

)

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
､
是
非

お
い
出
く
だ
さ
い
｡

町
内
で
の
最
高
齢
の
方
は
小
川
き

き
さ
ん
96
歳

(
白
磯
)
で
'
91
歳
以

上
の
長
寿
の
方
が
た
は
次
の
と
お
り

で
す
｡

91
歳

以
上

の
長
寿
者

(敬
称
略
)

96
歳

小
川
き
き

(
白
磯
)

94
歳

金
杉
せ
い

(辻
)

･
石
川
村

(橋
場
)

93
歳

大
津
頼
順

(小
川
台
)

92
歳

伊
藤
慶
次

(尾
垂
六
区
)

･

江
口
ヤ
ス
ノ

(
台
)

91
歳

鈴
木
馨

(
五
ノ
神
)

･
布
施

あ
き

(市
野
原
)

･
山
倉
す
い

(
白

磯
)

･
田
中
な
み

(
白
磯
)

･
伊
藤

友
吉

(尾
垂
六
区
)
･
小
川

一
郎

(長

塚
)

･
及
川
と
め

(篠
本
二
区
)

･

伊
橋
卯
之
松

(篠
原
)

今
年
70
歳
に
な
っ
た
方
は
八
十
九

人
で
､
70
歳
以
上
の
方
が
た
は

一
､

二
九

〇
人
と
な
り
ま
し
た
｡

(昭
和

六
十
二
年
八
月
十
日
現
在
)

町
か
ら
祝
品
と
し
て
満
70
歳
に
な

ら
れ
た
方
に
は
湯
飲
み
茶
碗
､
満
80

歳
の
方
に
は
交
通
安
全
杖
､
80
歳
以

上
の
方
に
は
祝
金
､
満
88
歳
の
方
に

は
座
布
団
､
89
歳
以
上
の
方
に
は
タ

オ
ル
ケ
ッ
-
が
贈
ら
れ
ま
す
｡

結
婚
五
十
周
年

お
め
で
と
う

毎
年
､
敬
老
会
の
席
上
で
結
婚
五

十
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
も
お

招
き
し
､
お
祝
い
を
し
て
い
ま
す
｡

今
年
五
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
ご

夫
婦
は
次
の
方
が
た
で
す
｡
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
｡

(敬
称
略
)

加
瀬
英
雄

･
マ
サ

(篠
本
三
区
)

小
川
内
匠

･
や
す

(宝
米
)

林

貢

･
と
-

(小
川
台
)

大
木

昇

･
セ
ツ

(
母
子
)

水
須
忠
治

･
-
ヨ

(古
屋
)

平
山

俊

･
は
る

(谷
中
)

越
川
尚
武

･
サ
タ

(谷
中
)

越
川
喜
久
男

･
せ
つ

(谷
中
)

伊
藤
知
徳

･
書
久
枝

(尾
垂
六
区
)

伊
橋
虎
雄

二
戯

(長
塚
)

平
山
静
雄

･
多
美

(長
塚
)

斉
藤
武
三

･
和
子

(橋
場
)

古
西

富

･
さ
-

(橋
場
)

椎
名

彰

･
茂
代

(橋
場
)

伊
橋
正
幸

･
千
代
子

(原
方
)

林
正

一
郎

･
み
ね

(
入
)

越
川
良
雄

･
シ
モ

(篠
原
)

越
川
辰
己

･
賀
世

(母
子
)

梢
鵬
み
ほ
紬

両
氏
が
湯
の
み
茶
碗
を
寄
贈

橋
場
の
椎
名
重
良

･
小
川
み
さ

を
両
氏
が

｢敬
老
会
な
ど
の
行
事

に
使
用
し
て
｣
と
湯

の
み
茶
碗

一
､
〇
六
〇
個
を
ご
寄
贈
-
だ
さ

い
ま
し
た
｡

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
｡
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町
内
に
お
住
い
の
鈴
木
武
さ
ん
(小

川
台
)
と
美
川
弘
夫
さ
ん

(谷
中
)

が
､
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
に
向
け
て
､す

ぼ
ら
し
い
手
づ
-
り
御
輿
を
そ
れ
ぞ

れ
の
地
元
集
落
に
ご
寄
贈
-
だ
さ
い

ま
し
た
｡

お
二
人
と
も
職
業
は
大
工
さ
ん
で
､

忙
し
い
仕
事
の
合
間
や
､
夜
を
中
心

に
､
何
か
月
も
か
け
て
造

っ
て
く
れ

た
も
の
で
す
｡

製作 中の鈴木 武 さん作 した神輿 と実川弘夫 さん

こ
の
二
基
は
､
八
月
九
日
に
行
な

わ
れ
た
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
で
大
活
躍
､

地
元
の
人
た
ち
を
大
い
に
盛
り
上
が

ら
せ
て
い
ま
し
た
｡

自
治
宝
-
じ
助

宝
米
に
子

自
治
総
合
セ
ン
タ
I
宝
-
じ
助
成

み
こし

事
業
で
宝
米
に
子
ど
も
御

輿

が

購
入

さ
れ
ま
し
た
｡
こ
の
助
成
事
業
は
､

宝
-
じ
普
及
広
報
事
業
の

一
環
と
し

て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
､
昨
年
の
尾

垂
子
ど
も
御
輿
に
続
き
'
二
基
目
と

な
り
ま
す
｡

八
月

一
日
に
は
､
宝
米
公
民
館
で

御
輿
の
披
露
式
が
行
な
わ
れ
'
子
ど

も
た
ち
は
大
喜
び
で
元
気
に
担
い
で

い
ま
し
た
｡
九
日
に
行
な
わ
れ
た
ふ

る
里
ま
つ
り
に
も
く
り
出
し
､
と
て

も
好
評
で
し
た
｡

親
子
で
ほ
う
き
作
り

日
吉
地
区
子
ど
も
会

八
月
九
日
､
日
吉
地
区
子
ど
も
会

(篠
本

1
区
六
年
生
が
中
心
に
十
八

人
参
加
)
が
親
子
で
ほ
う
き
作
り
を

し
ま
し
た
｡
青
竹
や
竹
の
穂
を
材
料

に
､

一
区
の
行
方
静
さ
ん
が
ご
指
導

-
だ
き
っ
た
も
の
で
す
｡

親
子
で
､

l
つ
の
物
を
作
り
上
げ

-
一

体
験
農

業

七
月
三
十

1
日
か
ら
八
月
二
日
ま

で
､
町
と
農
協
青
年
部
が

｢
体
験
農

業
｣
を
企
画
し
､
多
数
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
｡
体
験
農
業
と
は
､
都
会

に
住
む
女
子
大
生
や
o
L
に
､
二
泊

成
事
業
で

み
こし

ど
も
御
輿

御輿披露式で謝辞 をのべ る宝米若至頁

ノ

三
日
で
農
業
を
体
験
し
て
も
ら
お
う

と
い
う
も
の
で
､
農
協
青
年
部
で
独

身
男
性
の
い
る
家
庭
が
受
け
入
れ
農

家
と
な
り
ま
し
た
｡
こ
の
体
験
農
業
は

今
年
で
二
年
目
'
昨
年
は
参
加
希
望

者
が
少
数
で
し
た
が
､
今
年
は
新
聞

等
で
参
加
募
集
を
掲
載
し
た
た
め
か
､

二
十
五
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
｡

参
加
者
た
ち
は
'
汗
を
流
し
な
が

ら
農
家
の
仕
事
を
手
伝

っ
て
い
ま
し

た
｡
ま
た
､
二
日
目
の
夜
に
は
､
町
民

会
館
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

が
開
か
れ
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
｡

こ
の
体
験
か
ら

一
人
で
も
多
-
､

お
嫁
さ
ん
が
来
る
と
い
い
で
す
ね
｡

ト
豚

の
世
話
を
す
る
参
加
者

る
こ
と
の
喜
び
を
み
ん
な
十
分
味
わ

っ
て
い
た
よ
う
で
す
｡

い
い
･
㌣

ヽ
.

お

じ

ゃ
ま
し
ま
す

い
ま
し
た
｡

東

陽

小
学

校

慣
れ
な
い
手
つ
き
で

｢
ヨ
ツ
ツ
オ
｣
な
い

八
月
十
三
日
､
東
陽
小
学
校
の
五

年
生
が
体
育
館
で

｢
ヨ
ツ
ツ
オ
｣

な

い
を
し
ま
し
た
｡

春
に
植
え
た
稲
も
少
し
ず

つ
色
づ

き
始
め
､
九
月
そ
う
そ
う
に
は
収
穫

の
時
期
を
迎
え
ま
す
｡
こ
の

｢
ヨ
ツ

ツ
オ
｣
は
､
収
穫
時
に
使
う
た
め
に

作
ら
れ
た
も
の
で
､
み
ん
な
､
慣
れ

な
い
手
つ
き
で

一
生
懸
命
頑
張

っ
て









最
近
は
､
人
口
構
造
の
急
速
な
高

齢
化
や
､
栄
養
摂
取
と
運
動
量
の
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
な
ど
か
ら
'
成
人
病
に

よ
る
疾
病
者
が
増
え
て
大
き
な
問
題

と
な

っ
て
い
ま
す
が
､
当
町
で
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
｡
が
ん
や
循
環

器
疾
患
な
ど
の
成
人
病
が
急
増
し
て

い
る
状
況
で
す
｡

こ
れ
ら
の
成
人
病
を
事
前
に
防
ぐ

た
め
､
町
で
は
集
落
ぐ
る
み
健
康
づ

-
り
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
｡
こ

^

▲
腰

痛
体
操

(台
)

あ

た

た

か

い
心

あ

り

が

と

う

入
若
連
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に
盆
踊
り
時
の
収
益
金
六

､E
]八
五
円
を
ご
寄
附
い
た

だ
き
ま
し
た
｡
社
会
福
祉
事
業
発
展
の
た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
｡
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
｡

ト血

圧
教
室

(西
高
野
)

の
モ
デ
ル
事
業
を
通
し
て
､
健
康
づ

-
り
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及

と
保
健
事
業

へ
の
積
極
的
な
参
加
を

全
町
民
の
み
な
さ
ん
に
広
め
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
｡

モ
デ
ル
地
区
は
二
地
区
'
期
間
は

二
年
で
､
昨
年
か
ら
台
地
区
と
西
高

野
地
区
が
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
､
各

種
健
診
や
保
健
行
事
に
積
極
的
な
参

加
､
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
｡

モ

デ

ル

地

区

に

台

､

西

高

野

○○00 ㊥㊥〇〇〇〇㊥〇〇 〇 ㊥○○㊥○○㊥㊥㊥○○㊥㊥㊥㊥㊥〇〇〇〇㊥㊥○○㊥㊥㊥〇〇〇㊥○○㊥㊥㊥○○㊥〇〇〇〇

苦 る ③ る に ② 者 ① ま ｡ ｡ ね ｡ 預 別 寄 こ 冠 護 家 ㊥

茎 葉 壷 万 撃 方 宣 誓 萱 宣 誓 要 妻 妾 葦 妻 妾 要 塞 垂 筆 書 董 童 謡 蓋 …

は 害 さ 疾

書 け 妻 蓋 紺 溌 緋 人 望

瞭 錯 弼
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▼
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(15)広 報 ひ か り

･‥豪族そろって健康チエ:サク -みんなで長生きしまうね-=与･三

一般健康 診査 ･住民検診の 日程が下 の表の よ うに決 ま りま したのでお知 らせ します｡

※注意

(》当 日､都合 の悪 い方 は､何 れかの 日に必ず受診 して くだ さい｡

(診受診票が配布 されなか った方 で も検診 を受 け るこ とが で きます.

(診受診票につ いて

受診票は､住民検診受診票 と一般健康 診査受診票の 2種類があ ります｡

学校 ､勤務先 な どで うけ られ る方は､昨年 の台帳 を参考 に受診票 を配布 していませ ん｡

また､配布 した方 で､勤務先 ･学校 ･病 院な どで受 けた方 ､妊娠 中の方は､保健 セ ンター まで

お知 らせ くだ さい｡

(卦検診においでの際には､健康手帳 を持参 して くだ さい. (ない方 には交付 します )

検診につ いてのお問い合 わせ は保健衛生課 ℡(参1158 ㊨543-02-

月 日 午前 9時30分～11時30分受付 午後 1時30分～3時30分受付
集 落 検 診 会 場 集 落 検 診 会 場

9月24日 ムロ 台 青 年 館 西高野 西高野農村協同館

28日 橋場(163..71;墓,iiob;L2) 保 健 セ ン タ - 橋場(去,iA2b;鼻●5.9.14) 保 健 セ ン タ ー

29日 古 屋 古屋集落センター 橋場(書誌 芸遠6b;k8)桑邦 保 健 セ ン タ ー

30日 尾垂五区 .六区 尾 垂 青 年 館 尾垂五区 .六区 尾 垂 青 年 館

10月1日 白 磯 白 磯 青 年 館 関 関 青 年 館

2日 辻 .五 ノ神 辻 青 年 館 木 戸 木 戸 公 民 館

5日 長 塚 長 塚 青 年 館 作間内 .県住 正 等 院

6日 宮内 .入 農 村 協 同 館 谷 中 谷中集落センター

7日 篠 原 篠 原 青 年 館 原 方 原 方 青 年 館

8日 傍示戸 .富下 .虫生 富 下 青 年 館 芝 崎 芝 崎 公 民 館

9日 小川台 小 川 台 青 年 館 小田部 .母子 小 田 部 青 年 館

12日 新井 .宝米 .二又 宝 米 公 民 館 新井 .宝米 .二又 宝 米 公 民 館

献血にご協力を/

9月28E]
9:30-12:00

13:00-15:30

保健センターで

行なわれます｡

行

政

区

尾
垂
六
区

小

田

部

長

塚

橋

場

小

川

台

死
亡

月
日

rJ

･,:F:A
%%%

氏
野
口

蘇安

川
椎
名

村
越

名

性
別

年
齢

い

と

女

64
歳

進

平

男

65
歳

計

1

男

89
歳

澄
江

女

50
歳

や
す

女

79
歳

◎
お
-
や
み
申
し
上
げ
ま
す

八
月
十
吾

現
在
受
付

(脱
硝
閥
)

で
は
､
昭
和
六
十
三
年
四
月
入
学
の

看
護
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
｡

募
集
人
員

奨
学
生
四
十
人

(全
日

制
三
年
課
程
)

(奨
学
生
と
は
､
卒

業
後
旭
中
央
病
院
に
三
年
以
上
勤
務

す
る
方
で
奨
学
金
は
月
額
二
万
五
千

円
が
支
給
さ
れ
ま
す
)

受
験
資
格

高
等
学
校
を
卒
業
し
て

い
る
方
'
又
は
同
等
以
上
の
資
格
を

有
す
る
者
/
昭
和
六
十
三
年
三
月
高

校
卒
業
見
込
み
の
者
/
年
齢
二
十
三

歳
未
満
/
男
女
は
問
わ
な
い

(
男
子

は
卒
業
後
'
看
護
士
と
し
て
神
経
精

神
科

･
手
術
室

･
透
析
室

･
集
中
治

療
室
等
の
職
場
で
の
勤
務
を
歓
迎
し

◎
九
月
予
防
接
種

願
書
受
付

昭
和
六
十
三
年

一
月
六

日
1
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8月26日に給水制 限 が解除 され ま した｡ ご協 力 あ りが とうご ざい ま した｡




